
  

事
業
計
画
の
概
要

基
本
計
画

　

社
会
情
勢
は
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
、
総
人

口
の
減
少
、
地
方
の
過
疎
化
が
進
み
、
自
殺
、
い

じ
め
、
子
育
て
や
介
護
の
虐
待
、
消
費
者
被
害
、

高
齢
者
の
権
利
侵
害
等
社
会
問
題
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
金
融
不
安
か
ら
景
気
が

急
速
に
後
退
し
、
雇
用
不
安
が
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

増
や
担
い
手
の
離
職
に
加
え
求
職
者
の
減
に
伴
う

福
祉
人
材
の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
う
し
た
な
か
で
、
昨
年
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
あ
り
方
で

は
、
住
民
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
多
様
な
民
間
が
担
い
手
と
な
る
「
新
た

な
支
え
合
い
」
を
拡
大
し
、
「
住
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
新
し
い
福
祉
」
す
な
わ
ち
、
地
域
に

「
新
た
な
公
」
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
江
田
島
市
に
お
い
て
も
、
様
々
な

生
活
課
題
を
抱
え
る
地
域
住
民
を
支
え
る
た
め
の

地
域
福
祉
活
動
は
益
々
重
要
と
な
り
、
本
会
は
、

そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
地
域
福
祉
事
業
を
最
重
点
事
業
と

し
て
各
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
市
の
厳

し
い
財
政
状
況
か
ら
今
後
、
本
会
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
減
額
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
現
職

員
体
制
で
の
法
人
運
営
・
地
域
福
祉
推
進
は
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
立

ち
上
げ
た
経
営
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
、
本
年

度
か
ら
事
業
・
組
織
・
財
源
確
保
等
経
営
基
盤
充

実
を
図
る
た
め
、
支
所
を
廃
止
し
本
所
へ
組
織
を

一
元
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
お

い
て
も
、
昨
年
度
同
様
に
平
成
19
年
度
に
策
定
し

た
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
地
域
福
祉
を
実

践
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
を
充
実
す
る
こ
と

に
視
点
を
お
き
な
が
ら
、
福
祉
の
向
上
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
を
基
本
方
針
と
し
て
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
一
層
の
地
域
福
祉
の
増
進
に
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
３
月
30
日
の
理
事
会
で

同
意
、
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
事
業

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

就 労 支 援 事 業 収 入 6,300千円
私的契約利用料収入 320千円
自 立 支 援 費 収 入 26,510千円
寄 付 金 収 入 100千円
借入金利息補助金収入 143千円
受取利息配当金収入 50千円
借入金元金償還補助収入 2,970千円
前期末支払資金残高 16,904千円

収入合計 5,329万７千円

就 労 支 援 事 業 支 出 6,300千円
人 件 費 支 出 18,950千円
事 務 費 支 出 5,354千円
借 入 金 利 息 支 出 143千円
会計単位間繰入金支出 2,397千円
借入金元金償還金支出 2,970千円
予 備 費 279千円
当期末支払資金残高 16,904千円

支出合計 5,329万７千円

自立支援センター

あおぞら特別会計予算の内訳

一般会計予算の事業別内訳
事業区分 予　算　額

法人運営事業 45,487千円
共同募金配分金事業 5,621千円
地域福祉事業 16,569千円
障害者生活支援事業 10,013千円
グループホーム事業 7,570千円
居宅介護支援事業 65,935千円
訪問介護事業 80,189千円
通所介護事業 107,699千円
福祉用具貸与事業 32,078千円
基金運営事業 240千円
資金貸付事業 13,000千円
退職金積立事業 4,684千円

合　　計 ３億8,908万５千円

※支払資金残高を含む

平
成
21
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

１　

地
域
み
ん
な
で
助
け
合
い
（
共
助
）

○
え
が
お
え
た
じ
ま
応
援
セ
ン
タ
ー

○
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

○
し
お
か
ぜ
ネ
ッ
ト

○
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

２ 

住
民
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
（
自
助
）

○
地
区
社
協
の
育
成

○
地
域
ま
る
ご
と
福
祉
教
育
事
業

○
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

３　

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
お
手
伝
い
（
公
助
）

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
訪
問
介
護
事
業

○
通
所
介
護
事
業

○
福
祉
用
具
貸
与
事
業

４　

総
合
相
談
事
業

○
心
配
ご
と
相
談
事
業

５ 

権
利
擁
護
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
「
か
け
は
し
」

○
法
人
に
よ
る
成
年
後
見
の
受
任

６ 

障
害
者
支
援
事
業

○
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」
の
経
営

○
障
害
者
生
活
支
援
事
業

○
障
害
者
居
宅
支
援
事
業

７　

法
人
運
営
の
適
正
化

　

（
持
続
可
能
な
地
域
福
祉
の
推
進
体
制
の
確
立
）

○
事
務
局
体
制
・
各
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
推
進

○
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
等
を
積
極
的
に
実
施

○
専
門
部
会
を
設
置
し
役
員
・
評
議
員
参
画
に
よ
る  

法
人

　

運
営
の
適
正
化
を
推
進

○
財
源
確
保

８ 

そ
の
他
の
事
業

○
自
立
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
配
送
）
の
受
託

○
貸
付
事
業
の
実
施

○
共
同
募
金
活
動

○
福
祉
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
実
習
生
の
受
入
れ

○
そ
の
他
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業


